
冬の夜空を照らす平鹿地域恒例の「槻ノ木フ
ァンタジー」。約5,000個の電球がおりなす
光の宴は、来年１月８日まで続きます。（関
連記事６ページ）。
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鶴
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■所在地　横手市山内土渕字鶴ヶ池24-2

■問合せ　あいのの温泉「鶴ヶ池荘」
　　　　　　53-2131

あいのの温泉「鶴ヶ池荘」
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木の香りがここちいい「杜氏の湯」

清らかな雰囲気の「清流の湯」

無料で楽しめる足湯

秋田の銘酒を楽しめる酒房「山内杜氏」

１月21日、男衆が激しくぶつかり合うことか
ら「ケンカ梵天」の異名を持つ、大森地域の
三助稲荷神社梵天奉納が行われました。
（関連記事６ページ）
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「ケガから復帰したばかりの昨年と違い、自
信を持って滑ることができました。夢はオリ
ンピック出場です」と語る向川桜子さん
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「 学 雪 」 の す ゝ め

新教育長に高橋準一氏が就任

夏横手市
2006フォトコンテスト2006

■応募総数１８６点
■最優秀賞に阿部隆さん（横手）

春
　市では、「市民と行政による協働」を基本とした雪国の
地域づくりを目指しています。
　個人住宅の屋根の雪下ろしや玄関前の雪寄せは「個人の
力」で行うことが雪国のルールですが、ゴミ置き場等の共
同施設前の除排雪や雪寄せ場の確保、一人暮らし高齢者宅
の除排雪作業などは「個人の力」だけでは限界があります。
これをうまく解決し、冬を快適に過ごすためには、地域の
実情に応じて住民・除雪業者・行政が互いに知恵を出し合
い、積極的に取り組むことが必要です。市では、この取り
組みが行える能力を「地域の除雪力」と呼んでいます。
　この「地域の除雪力」を高めるための制度を紹介します。

　　地域の除雪力向上事業
 
　㈰市が策定した「雪となかよく暮らすルールブック」を
　　もとに、地域住民による除排雪活動を中心とした計画
　　案を策定します
　㈪この案をもとに地域の代表者、市の担当者、地域の除
　　雪業者の３者による検討会を開催し、各々の役割分担
　　を確認します
　㈫これを受けて除雪業者が「地区除排雪台帳」を作成し、
　　地域の特徴に配慮した除排雪作業を行います

　　生活道路除排雪協働事業 
　幹線道路に比べ、除排雪の優先順位がどうしても低くな
ってしまう生活道路について、市と町内会等が協働で、除
雪機械と排雪運搬用ダンプのセットにより除排雪作業を行
います。
　除排雪作業にかかる費用は、除雪機械分の経費を市が、
運搬用ダンプの費用を町内会等が負担します。ただし、除
雪機械または運搬用ダンプのみでの作業の場合は、除排雪
作業にかかった費用の６割を市が、残り４割を町内会等が
負担します。利用される場合は、実施する１週間前までに
各地域局地域維持課へご連絡下さい。

　　雪押し場３者協定
 
　町内会等の皆さんが、道路除雪後の家の前の雪をスノー
ダンプ等で片付ける場所を確保する際、なかなか土地の所
有者との合意が得られない場合があるようです。そこで市
では、土地賃貸借契約に関する３者協定を準備しています。
　これは所有者に対し、春先の町内会等による清掃作業、
市による排雪作業を約束し、所有者、町内会等、市の３者
による土地の無償賃貸契約書を取り交わすことで、冬期間
の雪押し場を確保しようとするものです。
　なお、この協定による雪押し場の土地は、町内の皆さん
がスノーダンプ等で行うものであり、除雪車等大型機械で
押し出しを行う土地を対象とするものではありません。

※各制度についての詳細は、市建設部建設監理課または各
　地域局地域維持課へお問い合せ下さい。

秋

最優秀賞

優秀賞

阿部隆さん（横手）

石山新作さん（大仙市）

「勇壮」

優秀賞 加藤勝義さん
（増田）「鳥海の空へ」

「ふる里」
高橋準一教育長（62歳・横手）
醍醐小学校長、平鹿中学校長、横手
南中学校長、石坂洋次郎文学記念館
長などを歴任。

教育委員会委員に小松恵里子氏

昨
年
の
冬
に
続
く
第
２
弾

横
手
の
魅
力
を
と
ら
え
た
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

フォトコンテスト

　※雪となかよく暮らすルールブック～市民協働編～「学雪」
　　のすゝめ は市のホームページでご覧いただけます。
　　http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/kensetukanrika/
　　jyosetsu.jsp

栄光全県中学校スキー大会
向川桜子さん（鳳中３年）２年連続２冠の快挙！

　１月17日、18日の２日間、由利
本荘市の鳥海高原矢島スキー場で
開催された第50回秋田県中学校ス
キー大会において、鳳中学校３年
の向川桜子さんが回転、大回転を
ともに制し、見事２年連続２冠を
達成しました。

　１月４日から６日の３日間、秋田市立体育館で開催され
た第35回秋田県ミニバスケットボール交歓大会で、横手地
区代表として２年連続で出場した浅舞がスピード感あるプ
レーで全県の強豪を破り、見事２連覇を果たしました。

全県ミニバスケットボール交歓大会
浅舞女子が貫禄の２連覇！

「常に攻めの気持ちを持ちながらも、しっかりとしたプレスとディフェンスを
心がけ、身長差をスピードの速さでカバーしました」と語る浅舞女子チーム

　大和谷弘氏の死去に伴い不在と
なっていた教育委員会教育長に12
月４日、新たに高橋準一氏が就任
されました。

　また、任期満了により退任された橋本尚志・前教育
委員会委員の後任として、12月４日、小松恵里子氏（49
歳・横手）が就任されました。

次回の市長面会日
２月22日（木）
午前９時～10時30分
 申込期限 ２月19日（月）
■申込み・問合せ
　市秘書広報課秘書担当

35-2111内線1033

雪と
なかよく暮らしましょう！雪と
なかよく暮らしましょう！

１

２

３

市職員人事に関する
お知らせ

・退 職（12月31日付）
　山内地域局さんない保育園
　保育士副主幹　平山敏子
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１月 11日、かまくら館で行われた審査会の様子

がく せつ
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　市では、秋田県からの権限移譲を受け、４月１日から建
築確認申請事務の一部を行うことになりました。これに伴
い、これまで各地域局地域維持課で受け付けをしていた確
認申請について、一括して建設部建築住宅課指導担当（横
手庁舎４階）で受け付けをすることになります。これによ
り、より迅速な確認申請事務が可能になります。
■市が確認を行う建築物
　（建築基準法６条１項４号に該当するもの）
　①延べ床面積100　を超えない特殊建築物（共同住宅、
　　学校、料理店、飲食店、物品販売店舗、倉庫、車庫等）
　②木造２階建て以下で、面積500　、最高高さ13m、軒高

９mを超えないもの
　③木造以外で平屋建て、延べ面積200　を超えないもの
　④工作物（６　を超える煙突、広告塔高さ４～10　、擁
　　壁高さ２～３　）
　⑤４号建築物に付属するダムウエイター
■確認申請の流れ（４月以降）
・市が確認するもの…確認申請⇒市建築住宅課（確認）
　　　　　　　　　　⇒返却
・県が確認するもの…確認申請⇒市建築住宅課（経由）
　　　　　　　　　　⇒秋田県（確認）⇒市⇒返却
　※市が確認する建築物の確認手数料（金額は変更ありま
　　せん）は現金で、県が確認する建築物についてはこれ
　　までどおり県証紙で納付してください。
■完了検査の流れ
・市が確認するもの…完了検査申請（現金納付）
　　　　　　　　　　⇒市建築住宅課（検査）
・県が確認するもの…完了検査申請（県証紙納付）
　　　　　　　　　　⇒秋田県（検査）
■問合せ
　建設部建築住宅課指導担当 　42-5121

◆横手市消防本部

　通信指令室 　32-1112

　警　防　課 　32-1246

総　務　課 　32-1111

予　防　課 　32-1218

救　急　課 　32-1247

　市消防本部では、火災、事故等の緊急時に119番通報の
受信や出動指令等を行う通信指令システムを更新すること
となり、年度内の本格稼動開始に向けて工事が進められて
います。新システムへの変更に伴い、災害情報等をお知ら
せしていたテレホンサービスの電話番号が次のとおり変更
になります。これにより、問い合わせが集中しても迅速に
情報を提供することが可能になります。

　１月下旬から市消防本部および消防署の電話番号が従来
の代表番号（32-1111番）から、各課・室直通の番号に変更
になりました。新しい電話番号は次のとおりです。

火災等発生状況をすばやくお知らせ
災害情報案内電話番号が変わります

市消防本部（消防署）電話番号が各課・室直通番号に

通信指令システム更新に伴う
電話番号変更のお知らせ

消防
本部

建築確認申請の提出先と
納付方法が４月から変わります

建築
住宅

◆横手市消防署 　32-1138

花巻市

横手市由利本荘市

湯沢市

北上市

奥州市

遠野市
釜石市

大船渡市

大仙市

横手市を含む、太平洋と日本海を結ぶ秋田、岩手両県の10市では、県境
を越えて一体となった発展を目標にかかげ、「ひと・もの・こころをつ
なぐ新しい地域づくりのプロジェクト」をコンセプトに、また「あい・
みちのく」をキャッチフレーズとして、新しい時代を開く地域連携軸を
築く活動を行っています。

（大船渡市、花巻市、遠野市、釜石市、奥州市、北上市、湯沢市、由利本荘市、大仙市、横手市）

北東北地域連携軸構想
推進協議会のご紹介あいライン

協議会の主な取り組み
【職員派遣交流事業】
　構成市の先進的行政手法を直に学び、相互に理解を深め、地域連携、交
　流の強化を目指すとともに、職員の資質を高める目的で行っています。
　これまで52名が交流し、今年度は北上市と横手市で交流を行っています。
【北東北地域連携交流助成事業】
　構成市に所在する民間団体等が連携、交流をテーマに行う事業に対して、
　20万円を限度に助成する事業です。これまで47事業に助成をしています。
【北東北地域連携フォーラム】
　広域的な交流・連携、協働を促進し、地域の活性化を図る目的で、各市
　を回りながら実施しています。平成19年度は９月に奥州市を会場に行う
　予定になっています。
【災害時における相互援助に関する協定書】
　平成９年に構成市の市長により協定書が締結され、災害の際に協力し合
　うことを確認しています。
■問合せ　市総務企画部企画課（本庁南庁舎内）　35-2164

名　　称
「世界の椿館・碁石」第10回つばきまつり
五大尊蘇民祭
わんこそば全日本大会
たろし滝測定
宿場の雛まつり
花巻温泉さくらまつり
大沢温泉金勢まつり
第32回市民の舞台
遠野物語ファンタジー「いのち輝く花いちりん」
第7回遠野どべっこ祭り
第24回遠野昔ばなし祭
第8回遠野町家のひなまつり
海の釜石味覚まつり-春の陣-
全日本農はだてのつどい
黒石寺蘇民祭
夏油高原スノーシューハイキング
駅前にぎわいフェア
北上展勝地さくらまつり
小安峡しがっこまつり
犬っこまつり
秋の宮温泉郷灯幻郷冬物語～かだる雪まつり～
由利高原雪まつり
長坂稲荷神社梵天まつり
刈和野大綱引き

問い合わせ先（電話番号）
つばきまつり実行委員会（0192-27-3111）
花巻市石鳥谷町 光勝寺（0198-47-2230）
わんこそば全日本大会運営委員会（0198-24-2111）
大瀬川たろし滝保存会（0198-45-6122）
大迫商工会（0198-48-3230）
花巻温泉（0198-37-2111）
大沢温泉（0198-25-2021）
遠野物語ファンタジー制作委員会
遠野市民センター社会教育課（0198-62-4413）
遠野ふるさと村（0198-64-2300）
遠野市観光協会（0198-62-1333）
遠野商工会（0198-62-2456）
釜石市商業観光課（0193-22-2111）
胆沢総合支所商工観光課（0197-46-2111）
奥州市商工観光課（0197-24-2111）
夏油高原インタープリターの会事務局（0197-64-2111）
北上市観光物産課（0197-64-2111）
北上観光協会（0197-65-0300）
皆瀬観光協会（0183-47-5080）
湯沢市観光協会（0183-73-0415）
秋の宮温泉組合事務局（0183-56-2400）
由利総合支所産業課（0184-53-2114）
大内総合支所産業課（0184-65-2216）
大仙市西仙北中央公民館（0187-75-1115）

開 催 時 期
開催中（～３/25）
旧暦正月７日
２/11
２/11
２/下旬
４/下旬
４/29
２/３
２/４

開催中（～３/４）
２/３～4

２/28～３/４
５/３～５
２/11

２/23～２/24
２/中旬
２/下旬

４/18～５/５
２/３

２/10～11
２/３～４
２/18

３月第２日曜日
２/10

開 催 市
大船渡市
花 巻 市

遠 野 市

釜 石 市
奥 州 市

北 上 市

湯 沢 市

由利本荘市

大 仙 市

切替日時 ２月７日（水）午前10時
※以後、現在の番号は使用できなくなります。

横手市消防本部
災害情報案内電話番号

現在の番号
33-8000

新しい番号
0180-991-019
※10桁すべて押してください

■電話番号変更に関するお問い合
　わせは、市消防本部通信指令室
　まで（　32-1112） 現在の通信指令室現在の通信指令室

※各分署、横手駅前出張所の電
　話番号は、変更ありません。

ご加入ください
「交通災害・不慮の災害共済」制度

災害
共済

　「交通災害・不慮の災害共済」制度は、県内市町村の住民がお互い
の助け合いによって、災害にあった方を救済しようとするもので、加
入できる方は横手市に住民登録または外国人登録している方です。
■申込方法　各世帯に申込用紙と加入のしおりを配布しますので、必
要事項を記入し、各地域局市民生活課または出張所の窓口に提出して
ください。
※平成19年４月に小学校１年生になるお子さんは、平成19年度分の交
　通災害共済掛け金（400円）が無料になりますので、対象となるお子
　さんがいる世帯では、掛け金の計算にご注意ください（不慮の災害
　共済は除きます）。
■受付時間　月曜日から金曜日（祝日除く）の午前９時から午後５時
■問 合 せ　各地域局市民生活課環境防災担当または福祉環境部市民
課交通防災担当（大雄庁舎内）　35-2176
※市政協力員などが加入受付や掛け金の集金を行うことはありません
　ので、市関係者を装った訪問などにご注意ください。

■地域を結ぶ「あい」
　みちのくの大地と、人々が出会
　い・ふれあい・分かち合う、秋
　田（あきた）と岩手（いわて）
　をめぐる連携軸

■時代を結ぶ「あい」
　豊かな自然風土と歴史的な蓄積、
　生活文化産業を生かし磨き、明
　日（あす）と今日（いま）をつ
　なぐ継承軸

■世界を結ぶ「あい」
　みちのくに新時代の躍動とロマ
　ンを育み、その活動（アクティ
　ビティ）と主体性（イニシアチ
　ブ）を世界に開く交流軸

構成市のイベント情報　　　   協議会ホームページもご覧ください（http://www.kitakami.ne.jp/?ailine11）

平成19年度
就学援助のお知らせ

学校
教育

　経済的な理由により、就学が困難だと判断
される児童生徒の保護者の皆さんに対し、
小・中学校での学習に必要な費用の一部を援
助しています。援助を希望される場合は、２
月中に小・中学校を通じて各世帯に配布され
る用紙に記入してお申し込みください。なお、
今年度就学援助を受けていて、来年度も引き
続き希望される方についても、再度申請して
いただく必要があります。
■申込期限　現在、小学１年から中学２年ま
での児童生徒は３月15日（木）まで、４月に小
学校に入学する児童は４月13日（金）まで
■申込先　市教育委員会学校教育課学務担当
（雄物川庁舎内）　22-2152

げ と う

そ み ん
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opicsT 東西南北東西南北
ニュース題題話話のの域域地地

平和を願う思いを世界中に
■第24回 国際交流カレンダーを送る会（横手）
　「世界中の平和と文化交流」を願い、海外の国々にカレ
ンダーを送る「国際交流カレンダーを送る会」が１月12日、
明照保育園で開催されました。
　これは、横手ユネスコ協会（小田嶋伝一会長）が毎年実
施しているもので、全国でも唯一の取り組み。会には相愛
保育園の園児も参加して行われ、市民や事業所などから届
けられ、テーブルの上に並べられた約85 0点のカレンダー
の中から、９か国24団体に送るカレンダーを思い思いに選
んでいました。

どれを選んだら世界中の人が元気になるかな？

威勢よく梵天奉納
■三助稲荷神社梵天奉納（大森）
　１月21日、大森地域袴形地区の三助稲荷神社で梵天の奉
納が行われました。梵天を担いだ男衆は拝殿の扉が開くと
「ジョヤサ、ジョヤサ」の掛け声とともに突き進み、引き
続き、恵比寿俵が奉納されると拝殿内で激しいもみ合いを
繰り広げ、五穀豊穣、家内安全、商売繁盛を祈願しました。
　昭和43年から昨年まで、出稼ぎ者の帰省に合わせて１月
５日に行われていた梵天奉納は、県内で最も早い梵天行事
として知られていましたが、多くの人が参加しやすいよう、
今年から１月第３日曜の開催となりました。

趣向凝らしたほらで初笑い
■銀河系宇宙ほらふき決勝大会（雄物川）
　地域興しのアイデアや突拍子もない夢を「ほら」という
かたちで語る『第15回銀河系宇宙ほらふき決勝大会』が１
月14日、雄物川コミュニティーセンターで開催されました。
　15回記念大会となる今回は、再出場者５人を含む８人が
１人10分の持ち時間で趣向を凝らした「ほら」を披露。会
場は詰めかけた600人の来場者の笑い声に包まれました。
　大賞には、「美しい日本を作れるのは私だけ。皆さんが
１日１回お母さんありがとうと言えば。日本は良くなる」
と語った、大館市の辰瑞康さんが選ばれました。

大道芸とともに、ほらを披露した出場者

スポーツを通して親睦を図る
■西地区マラソンバスケット大会（十文字）
　１月21日、第15回十文字西地区マラソンバスケットボー
ル大会が十文字地域局西出張所で開催されました。これは、
スポーツを通じて地区同士の親睦を図ることを目的に十文
字西公民館が主催。大会には植田・睦合地区の約200人が
参加しました。植田対睦合の対戦試合を小学生の部から一
般の部まで連続して行い、地区ごとに点数が加算されるこ
のゲーム。接戦になればなるほど地区を応援する声援も高
まり、約６時間の白熱した試合展開となりました。なお、
対戦成績は232対219で、植田地区が優勝を勝ち取りました。

植田・睦合地区の小学生たちも地区の代表として大活躍しました

地域の伝統を体験
■子ども文化教室（大雄）
　１月21日、市内の伝統文化を学んでもらおうと、大雄子
ども文化教室が十文字地域局西出張所で行われ、大雄地域
の６人の子どもたちがを十文字和紙づくりを体験しました。
　子どもたちは、十文字和紙職人の佐々木清男さんから和
紙の漉き方を直接指導してもらい、紙漉きに挑戦。紙を均
一になるように漉き、和紙と和紙の間に空気を入れずに重
ねる技術に「難しい！」と四苦八苦の様子でしたが、自分
たちのオリジナルな作品をつくろうと参加者たちは真剣な
表情で取り組んでいました。

和紙職人から手ほどきを受け、紙漉きを学ぶ子どもたち

豊穣の祈りを込めて
■たいまつ焼き（平鹿）
　１月15日、上醍醐・金屋地区に300年以上前の歴史をもつ
小正月行事「たいまつ焼き」が行われました。
　この日、金屋地区では男性や子どもたちがたいまつを持
って田んぼに集合。午後６時、花火の合図で用意していた
高さ２ｍ、直径１ｍの大たいまつ５本に点火すると、大き
な炎が周りを照らし出し、参加者は家々から持ち寄ったた
いまつを投げ入れ、今年１年の豊作と無事を祈りました。
一方、田んぼを挟んで隣の上醍醐地区でも同時に点火され、
両地区のたいまつの炎による競演となりました。

五穀豊穣や無病息災を祈り、たいまつに点火する金屋地区の皆さん

いじめ問題や自殺予防の分野で活躍されている佐々木助教授

弱い人を作らない社会を
■いじめ問題を考える学習会（増田）
　子どもたちを取りまく環境の中で、全国的に問題となっ
ている「いじめ」について考える集会が１月19日、増田中
学校で開かれました。この日は、講師に秋田大学医学部保
健学科助教授の佐々木久長氏を迎え、１・２年生が誕生月
ごとのグループに分かれて、いじめについて感じているこ
とを話し合う形で行われました。佐々木氏は「いじめを無
くすことはもちろん、いじめられている人の気持ちをわか
ってあげられる人を増やすことが必要。一番弱い立場にお
かれている人を一番大切にしてほしい」と訴えていました。

年の初めに無病息災を祈願
■百万遍念仏講（山内）
　念仏を唱えながら、タラノキでできた長さ約10 の数珠
を回す伝統行事「百万遍念仏講」が１月８日、山内南郷三
ツ屋地区で行われました。
　約20 0年ほど前から同地区に伝わるとされているこの行
事は、数珠が１周すると念仏を１万回唱えたとみなし、地
区の３か所で合わせて10 0周させることから「百万遍念仏
講」と呼ばれているもの。この日も地区の住民の皆さん約
20人が輪を作り、長老役が鳴らす鐘の音に合わせて数珠を
回しながら無病息災を祈願していました。

長老役の女性が鐘を鳴らしながら回した回数を数える

五穀豊穣、家内安全、商売繁盛を祈願し恵比寿俵を奉納

たつ みつ やす



【大森】シルバーエリア雪まつり
・日時　２月４日（日）午前10時～
・場所　南部シルバーエリア
【平鹿】ゆっぷる祭り
・期間　２月10日(土)～12日(月)
・会場　ときめき交流センター『ゆっぷる』
【横手】金沢地区の雪まつり（とりごや村）
・日時　２月15日（木）午後5時～9時
　　　　２月16日（金）午後5時～8時
・場所　後三年の役金沢資料館
【山内】道の駅さんない雪まつり2007
・日時　２月25日（日）午前10時～
・場所　道の駅さんない
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かまくら

●ゆきまつり●ぼんでんまつり

横手の
木 金

●日時　２月15日（木）～16日（金）　午後６時～午後９時
●場所　横手地域局前道路公園・羽黒町通り・二葉町か
　　　　まくら通り・横手公園・市内一円かまくら

■かまくら

●日時　２月15日（木）～16日（金）　午前10時～午後９時
●場所　かまくら館前特設会場

■かまくら協賛物産展

●日時　２月10日（土）～12日（月）
        午前９時30分～午後９時（最終日は午後５時まで）
●場所　秋田ふるさと村
※10日、11日の午後５時より、横手駅から秋田ふるさと村
まで無料シャトルバスが運行されます。

■かまくらまつり
　in秋田ふるさと村

【横手】よこてぼんでん唄コンクール
●日時　２月４日（日）　午後１時～
●場所　かまくら館２階ホール

【大雄】長太郎稲荷神社梵天まつり
●日時　２月４日（日）　午前11時～
●場所　長太郎稲荷神社

【横手】ぼんでんコンクール
●日時　２月16日（金）　午前９時30分～
●場所　横手地域局前おまつり広場

【横手】ぼんでん奉納
●日時　２月17日（土）　午前10時～
●場所　横手地域局前～旭岡山神社

【横手】金沢八幡宮ぼんでん
●日時　２月18日（日）　午後２時～
●場所　金澤八幡宮鳥居前

【増田】三所神社梵天まつり
●日時　２月18日（日）　梵天コンクール
　　　　午前９時30分～11時30分
●場所　中・七日町通り

2
15/

2
16/～

●日時　２月15日（木）～16日（金）　午後６時～
●場所　朝倉小校庭（15日のみ）・南小校庭・横手公園・横
　　　　手南小～横手病院・蛇の崎川原・城南高校

■ミニかまくら

横手の特産品が「てんこもり!!」

★無料巡回バスを運行します

●日時　２月14日（水）　午後６時～午後９時
●場所　羽黒町通り・横手地域局前道路公園

■ウェルカムかまくら2
14/

●日時　２月14日（水）　午後５時～午後７時
●場所　旭岡山神社　鈴木宮司宅前

今年の雪まつりでは、４つの主会場を巡回
する無料バスを運行します。
商工観光担当職員や横手市観光協会職員が
同乗し、バスの中で向かっている会場のガ
イドをします。
ぜひ、ご利用ください。
■運行日時
・２月15日（木）～16日（金）
・午後５時40分～午後９時頃
・かまくら館横（横手地域局前道路公園会
　場）　南小学校（羽黒町通り会場）　横手
　公園　二葉町かまくら通り案内所　かま
　くら館横
※このほか、横手体育館付近の臨時駐車場
　とかまくら館を行き来する無料シャトル
　バスも運行します。

★観光情報を取得できます

■かまくら撮影会

2
10/

2
12/～

かまくらのお問い合わせは　
（社）横手市観光協会(　33－7111）
へどうぞ。

ＮＰＯ法人グローバルよこてでは、かまくらま
つりが開催される2月15日、16日に、外国人観光
客のための案内人（通訳）をしていただける方を
募集しています。主として英語・中国語・韓国
語の通訳をしていただきます。興味のある方は、
下記によりお問合せください。
・通訳ボランティア開催日時
　２月15日、16日（各日午前9時～午後9時）
・問合せ　グローバルよこて　高橋聖悟さん
　（ 090-8679-3007)　

■通訳ボランティアを募集

二次元バーコード（ＱＲコード）対応の携
帯電話をお持ちの方は、
右記のバーコードを読み
取ることにより、かまく
ら主会場や横手の観光情
報を取得できます。ぜひ
ご活用ください。
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年金受給者の皆さんの
現況確認が変わります

生活習慣病を
予防しましょう

市県民税の申告相談が
始まります

年
金

福
祉

税
金

くらしの情報

現況届の提出が不要になります
　社会保険庁では、年金受給者の皆さんの手続きの簡
素化を図るため、12月生まれの方から住基ネットを活
用し、現況確認を実施しています。
　これにより、毎年誕生月に提出が必要だった「年金
受給者現況届」の提出が不要になります。
　なお、住基ネットにより現況確認ができた方には、
誕生月に合わせて社会保険業務センターから現況届が
不要となる旨のお知らせが送付されますので、ご確認
ください。
引き続き、現況届を提出いただく場合があります
　社会保険庁の本人情報と住基ネットの情報が相違し、
「住民票コード」の確認ができない場合等は、誕生月
に合わせて現況届提出の通知が送付されます。このと
き現況届に住民票コードを記入して提出されると、翌
年からの現況届は不要となります。
　「住民票コード」は、平成14年に市町村から通知さ
れている「住民票コード通知票」を確認してください
（わからない場合は、手数料200円がかかりますが住民
票により確認してください）。
　詳しくは、本庁福祉環境部国保年金課（　３５－２
１８６）または各地域局市民生活課年金担当までお問
い合わせください。

税務署への所得税の確定申告は２月16日（金）から３月
15日（木）まで、消費税の申告は４月２日（月）までです
　税務署では、簡単な操作で確定申告書を作成できる
タッチパネルやオフライン版などの機器を用意してい
ます。申告に必要な書類等をお持ちになれば、その場
で申告書が作成出来ますので、ぜひご利用ください。
　なお、閉庁日（土･日曜日･祝日）は、申告相談及び
申告書の受付は行っておりませんが、申告書の郵送ま
たは税務署の時間外収受箱に投函することにより提出
することができます。
　詳しくは、横手税務署（　３２－６０９０）までお
問い合わせください。
市役所への市県民税申告は２月１日（木）から３月15日
（木）までです
  市役所での申告相談については、市報よこて（１月
１５日号）とともにお届けした申告案内や書き方等を
ご覧のうえ、各地域局の申告会場で忘れずに申告して
ください。
　申告にあたっては、必要書類（平成18年分源泉徴収
票、18年中の領収書又は預金通帳など支払い金額や
払出し金額がわかるもの）を必ずご持参ください。
　詳しくは、本庁財務部市民税課（　３２－２５１０）
または各地域局市民生活課税務担当までお問い合わせ
ください。

　地域包括支援センターは、高齢者の方々ができるか
ぎり住み慣れた地域で活動的な生活を継続できるよう
に、介護予防をすすめます。高齢者に関わる「悩み」
「疑問」「相談」などを1人で抱えこまずに、地域包
括支援センター（大森庁舎内）にご連絡ください。
自立して生活できるよう支援します
●介護予防ケアプランを作りたい
●要介護認定の申請を頼みたい
●身体の機能に不安がある
●今の健康を維持したい　　など
皆さんの権利を守ります
●悪質な訪問販売の被害にあった
●財産管理に自信がなくなった
●虐待にあっている人がいる
●虐待をしてしまう　　など
なんでもご相談ください
●近所の１人暮らしの高齢者が心配
●施設やサービスの利用について　　など
さまざまな方面から皆さんを支えます
●暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関とネ
　ットワークをつくり連絡調整します
●ケアマネジャーの紹介や役割について　　など
　詳しくは、本庁福祉環境部地域包括支援センター　
（　２６－２１２２）までお問い合わせください。

保
健

２月１日から７日まで「生活習慣病予防習慣」です
　「最近お腹が出てきた」「健康診断で血
糖値や血圧がやや高めといわれた」とい
うことはありませんか？「ある」と答え
た方の中には、「わかっていても、何の
対策もしていない」という方も多いので
はないでしょうか。しかし、その状態は、
まさにメタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）かもしれません。
　「メタボリックシンドローム」とは、簡単にいうと
「内臓脂肪の蓄積」を基盤として、「高血糖」「高血
圧」「高脂血症」などの生活習慣病が複数合併した症
状のことをいいます。この状態になると、たとえ個々
の異常が軽度であっても、動脈硬化になる危険性が大
幅に増えるといわれています。動脈硬化は、心臓病や
脳卒中など、命にかかわる病気の引き金になりますの
で、一刻も早い対策が望まれます。
　メタボリックシンドロームの一番の対策は、何とい
っても内臓脂肪を減らすことです。幸い、内臓脂肪は
皮下脂肪に比べて、運動と食事療法によって減少しや
すいといわれています。日頃の運動習慣・食生活・疲
労・喫煙など、生活習慣を見直しましょう。
　詳しくは、本庁福祉環境部保健衛生課（　３５－２
１８５）までお問い合わせください。

介護予防について
一緒に考えませんか？
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私
た
ち
が
通
う
南
小
学
校
は
全
校
生
徒
１
３
２
人
の

小
さ
な
学
校
で
す
が

友
達
の
輪
は
ど
こ
の
学
校
よ
り

も
大
き
い
と
思
い
ま
す

そ
の
理
由
は

全
校
生
徒
が

赤

白

青

黄
の
四
つ
の
な
か
よ
し
班
に
分
か
れ
て

活
動
し
て
い
る
か
ら
で
す

　

私
た
ち
の
学
校
で
は

担
任
以
外
の
先
生
や
地
域
の

人
た
ち
を
「
も
う
一
人
の
先
生
」
と
呼
ん
で

い
ろ
い

ろ
な
人
と
交
流
し
て
学
ん
で
い
ま
す

そ
し
て

私
た

ち
自
身
も
お
互
い
に
「
も
う
一
人
の
先
生
」
と
な

て

な
か
よ
く
は
げ
ま
し
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
の
が
「
な

か
よ
し
活
動
」
で
す

　

な
か
よ
し
班
で
は

な
か
よ
し
班
会
議
を
開
き

活

動
に
つ
い
て
全
員
で
話
し
合
い
ま
す

主
な
活
動
に
は

運
動
会
や
一
人
一
鉢

な
か
よ
し
学
習
Ｉ
Ｎ
ほ
ろ
わ
な

ど
が
あ
り
ま
す

そ
の
中
で
一
番
友
達
の
輪
が
大
き
く

な
る
の
は

運
動
会
で
す

班
旗
を
作
り

五
人
六
脚

や
色
別
リ
レ

な
ど
を

な
か
よ
し
班
で
練
習
し

て
い
る
う
ち
に
絆
が
で

き
て
い
く
か
ら
で
す

　

私
た
ち
南

子
は

こ
の
な
か
よ
し
活
動
を

充
実
さ
せ
て

こ
れ
か

ら
も

と
友
達
の
輪
を

広
げ

友
達
の
こ
と
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
育

て

み
ん
な
で
夢
を
創

り
あ
げ
る
学
校
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

　

中
村
さ
ん
ご
夫
妻
は
昭
和
30
年
の

４
月
に
結
婚

お
互
い
に
顔
を
合
わ

せ
た
こ
と
が
な
い
ま
ま
式
を
挙
げ
た

と
い
う

現
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
出
逢
い
の
お
二
人
で
す

　

結
婚
し
て
か
ら
は
果
樹
栽
培
に
い

そ
し
む
毎
日

朝
か
ら
晩
ま
で
働
き

「
ま
る
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
『
お
し

ん
』
の
よ
う
だ

た
よ
」
と

カ
ツ

さ
ん
は
当
時
の
苦
労
を
語
り
ま
す

　

中
で
も

大
量
の
果
樹
を
育
て
る

中
村
家
に
と

て
出
荷
先
は
重
要
な

問
題
で
し
た

先
見
の
明
を
持

て

い
た
お
二
人
は
「
特
定
の
出
荷
先
に

頼
る
だ
け
で
な
く

こ
れ
か
ら
は
自

分
た
ち
で
販
売
す
る
方
法
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
く
決
意

　

そ
れ
か
ら
は
山
内
で
い
ち
早
く
朝

市
を
立
ち
上
げ

仙
台
や
東
京

名

古
屋
な
ど
大
都
市
の
デ
パ

ト
で
農

産
物
や
漬
物
な
ど
を
販
売
し
て
歩
き

山
内
の
販
路
拡
大
の
先
駆
者
と
し
て

活
躍
を
さ
れ
ま
し
た

　

現
在
は
地
元
の
道
の
駅
で
カ
ツ
さ

ん
お
手
製
の
お
菓
子
な
ど
を
販
売

黒
豆
を
使

た
商
品
が
特
に
人
気
で

今
も
忙
し
い
日
々
を
送

て
ま
す

そ
し
て
昨
年

お
二
人
は
金
婚
の
お

祝
い
に
と

自
宅
の
ぶ
ど
う
畑
で
記

念
写
真
を
撮
影
さ
れ
た
そ
う
で
す

大
事
そ
う
に
見
せ
て
く
だ
さ

た
写

真
に
は

仕
事
に
家
庭
に
と
常
に
一

緒
だ

た
お
二
人
の
50
年
を
物
語
る

安
ら
ぎ
と
幸
せ
に
満
ち
た
笑
顔
が
輝

い
て
い
ま
し
た

南
小
学
校（
雄
物
川
）

茶
道
サ

ク
ル（
大
雄
）

大
雄
村
茶
道
教
室

中村　幸治さん（75歳）
　　　カツさん（71歳）

（山内）

かがやきかがやき

サ

ク
ル
紹
介

交差点
高橋　明子さん （大森）
（21歳・Ｏ型・天秤座）

　

大
雄
村
茶
道
教
室
は

平
成
６
年
に
結
成

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
始

ま

た
こ
の
教
室
も
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た

現
在
は
月
に
約
２
回

会
員
13
人
が
大
雄
地
域
福
祉
セ
ン
タ

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す

  

茶
道
は

「
一
期
一
会
」
の
心
や
茶
道
具

茶
室
に
置
く
美
術
品
な
ど

幅
広
い
知
識
と
感
性
が
必
要
な
総
合
芸
術
と
も
い
わ
れ
ま
す

作
法
や
約
束

事
が
細
か
い
た
め
に
堅
苦
し
く
み
ら
れ
が
ち
で
す
が

こ
の
教
室
に
は
暖
か

な
笑
い
が
溢
れ

メ
ン
バ

の
皆
さ
ん
の
仲
の
良
さ
が
伝
わ

て
き
ま
す

　

一
月
に
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
行
う
初
釜
や

小
学
生
の
茶
道

教
室
を
手
伝

た
り
と

子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
が

多
い
こ
の
教
室

「
時
に
は

子
ど
も
た
ち
か
ら
茶

道
の
原
点
に
気
付
く
き

か
け
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
」
と
は
メ
ン
バ

の
声

　

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
の
茶
道

に

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
問
合
せ　

山
本　

タ
カ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

５
２
―
２
０
７
０

  

昨
年
４
月
か
ら
大
仙
市
の
グ
ラ
ン
ド
パ

レ
ス
川
端
に
勤
務
し
て
い
る
明
子
さ
ん

結
婚
式
と
い
う
晴
れ
の
舞
台
に
携
わ
る

ブ

ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン
ナ

の
仕
事
に

大
き
な

責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す

☆
自
分
の
性
格
は
？

　

基
本
的
に
明
る
く

物
事
を
前

向
き
に
考
え
る
性
格
で
す

☆
趣
味
は
？

　

お
菓
子
づ
く
り

チ

ズ
ケ

キ
が
得
意
で
す

☆
好
き
な
音
楽
は
？

　

マ
ラ
イ
ア
・
キ

リ

な
ど
洋
楽
が
多
い
で
す

☆
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
大
人
の
女
性
に
な
り
た
い

で
す

あ
と

お
酒
も
強
く
な
り
た
い
で
す
ね（
笑
）

　

感
じ
の
良
い

落
ち
着
い
た
応
対
が
好
印
象
の
明

子
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
彼
女
の
手
に
よ
る
結
婚
式
で

多
く
の
人
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す

◆今月の記者
　雄物川小学校６年
　（左から）
　石川　真子
　櫛田　千花　
　皆川奈津美
　石塚　竜海

「
な
か
よ
し
活
動
」
で
広
が
る

友
達
の
輪

こ う じ

いしづか たつ み

ま  こ

ち はるくし だ

みな つ

き
ず
な

い
ち　

ご　

い
ち　

え

あ
ふ



お
し
ら
せ

催　

し

「
健
康
の
駅
」　

託
児
サ

ビ
ス

の
予
約
先
が
変
わ
り
ま
す

若
者
の
自
立
支
援
マ

プ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

所
得
税
・
消
費
税
の
納
付
期
限

を
お
忘
れ
な
く

国
体
冬
季
大
会
ス
キ

競
技
会

開
会
式
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

募　

集

●お知らせのページ●
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ソ
フ
ト
バ
レ

ボ

ル
を
通
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
を
図
り
ま
す

年
齢
・
性
別
・
障
害
の
有
無
を
越
え

て

ス
ポ

ツ
で
日
頃
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
せ
ん
か

■
日
時　

３
月
17
日（
土
）午
前
10
時

　

午
後
４
時

■
場
所　

横
手
市
体
育
館

■
参
加
費　

１
チ

ム
１
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

３
月
３
日（
土
）

■
問
合
せ　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　

の
ぞ
み　

鎌
田
さ
ん

浅
賀
さ

　

ん　

３
５
―
５
７
８
１

　

日
々
の
家
事
や
仕
事
の
こ
と
で
頭

が
い

ぱ
い
の
ま
ま
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
せ
ん
か

普
段
と
は
頭
を
き

り
か
え
て「
地
域
社
会
の
中
の
自
分
」

を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か

乳
が
ん

の
経
験
か
ら
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
に

関
わ
る
こ
と
に
な

た

元
宝
塚
女

優
の
東
地
美
佳
さ
ん
に
よ
る
歌
と
お

話

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す

■
日
時　

２
月
17
日（
土
）午
後
１
時

　

30
分

４
時

■
場
所　

秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月
13
日（
火
）

　

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は

２

　

月
７
日（
水
）ま
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
先　

秋
田
県
南
部
男

　

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
　

３
３
―

　

７
０
１
８

　

雪
に
親
し
む
催
し
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

■
日
時　

２
月
４
日（
日
）午
前
10
時

　

午
後
３
時

■
場
所　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

■
内
容　

午
前
の
部

民
謡
シ

　

仁
井
田
番
楽

甘
酒
無
料
サ

ビ

　

ス

む
か
し
遊
び
体
験

雪
中
ウ

　

ク
ラ
リ

ポ
ニ

と
の
ふ

　

れ
あ
い
等

　

午
後
の
部

ス
ポ

ツ
チ

ン
バ

　

ラ
大
会

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

大
会
等

■
問
合
せ　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

　
　

２
６
―
３
８
８
０

　

自
宅
前
や
職
場
に

雪
を
利
用
し

て
小
さ
な
芸
術
作
品
（
か
ま
く
ら
や

動
物

キ

ラ
ク
タ

等
）
を
制
作

し
て
み
ま
せ
ん
か

　
（
社
）横
手
市
観
光
協
会
で
は

市

内
で
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す

完
成
し
た

作
品
を
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
写
し
て
左
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
で

送
信
し
て
く
だ
さ
い

審
査
の
結
果

選
出
さ
れ
た
作
品
は
ホ

ム
ペ

ジ

上
で
発
表
い
た
し
ま
す

ぜ
ひ

ご

応
募
く
だ
さ
い

■
募
集
期
間　

２
月
10
日（
土
）
18

　

日（
日
）午
後
４
時
30
分
ま
で

■
掲
載
期
間　

２
月
10
日（
土
）
28

　

日（
水
）　　

■
投
稿
先　

geizyutu@
e-ap li .net

■
問
合
せ　
（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
―
７
１
１
１

　

横
手
市
を
主
な
活
動
地
と
し
て
い

る
芸
術
団
体

個
人
の
皆
さ
ん
に
よ

る
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

今
回
は

冬
季
間
の
練
習
の
目
標
に
し
て
い
た

だ
く
た
め

３
月
に
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た

現
在

出
演
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い

■
期
日　

３
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

■
時
間　

午
前
の
部

午
前
10
時

　

正
午

午
後
の
部

午
後
１
時

　

４
時
（
参
加
費
無
料
）

■
場
所　

横
手
市
民
会
館

■
申
込
み　

各
地
域
の
公
民
館

生

　

涯
学
習
セ
ン
タ

に
用
意
し
て
あ

　

る
参
加
申
込
書
に
記
入
し
て
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　

２
月
19
日（
月
）

■
問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課（
雄
物
川
庁
舎
内
）　

２
２
―

　

２
１
５
５

　　

出
逢
い
を
求
め
る
独
身
男
女
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト「
ち

い
の
り
」

を
開
催
し
ま
す

楽
し
い
ゲ

ム
や

パ

テ

に
参
加
し

お
だ
や
か
な

時
を
「
ち

い
」

と
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か

■
日
時　

２
月
11
日（
日
）午
後
３
時

■
場
所　

雄
物
川
コ
ミ

ニ
テ

セ

　

ン
タ

■
対
象　

20

45
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

　

独
身
男
女

定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

■
参
加
費　

男
性　

５

０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性　

３

０
０
０
円

■
問
合
せ　

雄
物
川
町
商
工
会
青
年

　

部
事
務
局　

２
２
―
２
１
３
９　

　　

ま
も
な
く
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

に
な
る
方
が
安
心
し
て
出
産
を
乗
り

越
え

楽
し
く
育
児
が
で
き
る
よ
う

に
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
対
象　

４
月
か
ら
７
月
ま
で

　

に
出
産
予
定
の
方
（
定
員
18
組
）

■
日
程　

１
回
目　

２
月
９
日（
金
）

  

「
赤
ち

ん
も
く
浴
練
習
」

　

２
回
目　

２
月
16
日（
金
）

  

「
妊
娠
中
の
食
事

パ
パ
の
妊
婦

    

体
験
マ
タ
ニ
テ

ビ
ク
ス
」

　

３
回
目　

２
月
23
日（
金
）

  

「
講
話
『
大
切
な
い
の
ち
』

先
    

輩
パ
パ
マ
マ
と
の
交
流
会
」

■
時
間　

午
後
６
時
30
分

８
時
30
分

■
場
所　

横
手
保
健
セ
ン
タ

■
申
込
み　

２
月
８
日（
木
）ま
で

　

横
手
保
健
セ
ン
タ
　

３
３
―
９

　

６
０
０
へ

　

歳
を
重
ね
て
も
い
き
い
き
と
暮
ら

す
秘
訣
や

楽
し
み
な
が
ら
脳
を
使

う
方
法
な
ど
を
「
脳
の
働
き
」
と
い

う
視
点
か
ら
学
習
す
る
講
座
で
す

■
期
日　

２
月
21
日（
水
）
28
日（
水
）

　

３
月
２
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時

午
後
３
時

　
（
３
月
２
日
の
み
午
後
正
午
ま
で
）

■
場
所　

横
手
地
域
局
保
健
セ
ン
タ

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
弁
当
代
）

■
申
込
み　

２
月
５
日（
月
）
13
日

　
（
火
）ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い　

※
定
員
15
人

■
申
込
先　

横
手
地
域
局
保
健
セ
ン

　

タ
　

３
３
―
９
６
０
０

　

健
康
の
駅
ト
レ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ

で
は

フ
リ

ト
レ

ニ
ン
グ
レ

デ

ス
タ
イ
ム
の
託
児
サ

ビ
ス

の
予
約
先
を
変
更
し
ま
す

ご
利
用

の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

な
お

お
預
か
り
す
る
お
子
さ
ん

の
安
全
の
た
め

受
け
付
け
は
先
約

順
と
し

希
望
者
多
数
の
場
合
は
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

午
前
９
時

　

30
分

正
午

■
申
込
み　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い　

■
申
込
期
限　

毎
週
木
曜
日

午
後

　

３
時
ま
で

■
予
約
申
込
先　

市
福
祉
環
境
部
健

　

康
の
駅
推
進
室　

３
５
―
６
３
６

　

６

ま
た
は　

３
５
―
６
３
７
４

　

E-m
ail:kenko-no-eki@

ci ty.y

　

okote.lg.jp

  
県
で
は

若
者
自
立
支
援
サ
ポ

ト
事
業
の
一
環
と
し
て
「
若
者
の
自

立
支
援
マ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た

こ
の
マ

プ
に
は

就
労
・
教
育
相

談
所
や
医
療
機
関

就
労
体
験
所

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
相
談
に
応

じ
る
団
体
や
利
用
者
の
声
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
お
り

若
者
の
自
立
に
必

要
な
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す

　

ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で

左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
　

３

　

３
―
７
０
０
２

  

平
成
18
年
分
の
所
得
税
と
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の

納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す

○
所
得
税　
　
　
　

３
月
15
日（
木
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
２
日（
月
）

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
納
付
さ
れ

ま
す
と
年
14
・
６
％（
原
則
）の
割
合

で
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

な
お

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振

替
が
お
す
す
め
で
す

口
座
振
替
を

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も

申
告
期
限
ま
で
に
確
定
申
告
書
と
一

緒
に
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出

さ
れ
ま
す
と

平
成
18
年
分
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い

■
問
合
せ　

横
手
税
務
署　

３
２
―

　

６
０
９
０

  　

秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
大
会
ス
キ

競
技
会
開
会
式
が
２
月
10
日（
土
）

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
の
県
立
田
沢

湖
ス
ポ

ツ
セ
ン
タ

陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
す

そ
の
た
め

こ

の
日
は
県
道
駒
ケ
岳
線
か
ら
新
田
沢

湖
ス
ポ

ツ
セ
ン
タ

へ
至
る
市
道

お
よ
び
水
沢
温
泉
郷
内
の
市
道
の
一

部
が

大
会
関
係
車
両
以
外
は
通
行

禁
止
に
な
り
ま
す
の
で

ご
協
力
く

だ
さ
い

　

な
お

当
日
の
会
場
周
辺
は
大
変

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

会
場
周

辺
へ
の
自
家
用
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

ま
た

こ
の
日
は

田
沢
湖
ス
キ

場
周
辺
の
駐
車
場
が

大
会
関
係
者
の
駐
車
場
と
な
る
た
め

来
場
の
際
は
「
か
も
し
か
駐
車
場
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す

■
問
合
せ　

県
国
体
・
障
害
者
ス
ポ

　

ツ
大
会
局
施
設
調
整
課
輸
送
・

　

交
通
班　

０
１
８
―
８
６
０
―
５

　

２
６
７

　　

増
田
地
区
に
は

明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
の
商
人
地
主
が
築
き
上
げ

た
商
家
の
家
並
み
や
蔵

国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建

物
な
ど
歴
史
を
物
語
る
多
く
の
建
造

物
が
残

て
い
ま
す

　

歴
史
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
冬
の
く
ら

し

く
ロ

ド
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す

■
日
時　

２
月
18
日（
日
）午
前
９
時

　

正
午

■
コ

ス　

漆
蔵
資
料
館
↓
又
六
家

　

内
蔵
↓
多
三
郎
家
内
蔵
↓
日
の
丸

　

醸
造
酒
蔵
・
文
庫
蔵（
予
定
）

　

餅
と
甘
酒
の
サ

ビ
ス
や
梵
天
見

　

学
も
あ
り
ま
す

■
参
加
費　

２
０
０
円（
定
員
30
人
）

■
申
込
・
問
合
先　

増
田
町
観
光
協

　

会（
増
田
地
域
局
産
業
振
興
課
内
）

　
　

４
５
―
５
５
１
５

ガ
イ
ド
と
歩
く
・
冬
の
く
ら
し

く
ロ

ド
！
参
加
者
募
集
中

募 
集

　市では、平成19年度から横手市役所の非常勤職員
として働きたい方の登録を随時受け付けしています。
登録後は、市役所内各課や市の施設の業務状況によ
り人員に不足が生じた場合、登録者内から書類選考
し、面接試験を経て働いていただく方を決定します。

■■募集職種　一般事務・保育士・調理員・保健師・
            栄養士・運転手・庁務員・介護員等多種
■■雇用期間　１年以内（更新する場合有り）
■■報　　酬　職種によって異なります
■■勤務時間　週37.5時間以内
■■年　　齢　満60歳未満の方（H19.4.1現在）
■■登録方法　登録を希望される方は、市販の履歴書
            用紙に希望職種を記入して人事課へ持
            参、または郵送してください
■■申 込 先　〒013-8601
　　　　　　横手市前郷字下三枚橋163番地
            　　市総務企画部人事課人事研修担当
            　　（本庁南庁舎内）　35-2163

市からのお知らせ

非常勤職員の登録受付について

み
ん
な
で
ア
タ

ク
！

第
２
回
春
の
市
民
バ
レ

交
流
会

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

「
雪
ま
つ
り
」

あ
な
た
の
作

た
「
ミ
ニ
の
雪

の
芸
術
作
品
」
を
募
集
し
ま
す

市
民
ス
テ

ジ
発
表
祭
へ
の
出

演
団
体
を
募
集
し
ま
す

パ
パ
マ
マ
教
室

雄
・
遊
・
出
逢
イ
ベ
ン
ト

「
ち

い
の
り
」独
身
男
女
募
集

脳
い
き
い
き
講
座

地
域
に
響
け
！
こ
こ
ろ
の
歌
声

が
ん
克
服
か
ら
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
へ

講
習 

講
座

ぼ
ん 

で
ん

と
う 

ち   

み   

か
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相　

談

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

ナンの館　月例市民将棋大会
日　時●２月12日（月）午前10時
場　所●軽食喫茶「ナンの館」
会　費●1,000円（昼食付き）
問合せ●佐藤さん　090-3365-2720

押し絵展
　あたご愛友会押し絵グループの皆さんが制作し
た作品をご覧ください。
期　間●1月26日（金）～2月25日(日） 入場料：無料
場　所●南部シルバーエリア ミニミニギャラリー
問合せ●南部シルバーエリア　26-3880

中川原バレエ 「ＫＩＤＳクラス」参加者募集
　中川原バレエでは、ＫＩＤＳクラスを新たに開設
します。興味をお持ちの方は、ぜひご参加ください。
日　時●毎週水曜日午後４時から
場　所●横手市立体育館
問合せ●中川原さん　090-1065-2093

とっぴんぱらりのプー　第72回昔語りの会
　「かまくら」に灯がともるまでのひとときをふる
さとの昔語りで楽しみませんか。
日　時●２月15日（木）・16日（金）午後１時～４時
場　所●かまくら館
問合せ●尾形さん　32-0630

第37回かまくら探勝　全国俳句大会
　恒例の全国俳句大会にぜひご参加ください。
日　時●２月16日（金）午前９時受付
場　所●横手シャイニーパレス（駅前）４階和室
参加費●1,000円
問合せ●事務局　山崎さん　32-6324

歌の好きな人集まれ！思いっきり歌声喫茶
　「北帰行」や「卒業写真」など数曲を予定しています。
日　時●２月８日(木）午後７時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●1,000円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

横手自然観察教室　
　木村敬一さんを講師に迎え、横手公園の散策な
どを通して横手の自然を味わいます。
期　間●１年間で12回程度
時　間●午後１時30分～４時（年会費2,500円）
問合せ●小松さん　32-8087

自然を愛する皆さんの集い
　猿橋晃さんによるＯＨＰを使った昔っこや、ジ
ャズライブなどを行います。
日　時●２月18日（日）午後１時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町） (参加費:800円）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

木
造
住
宅
の
耐
震
に
関
す
る
無

料
相
談

か
ま
く
ら
づ
く
り
講
習
会

確
定
申
告
無
料
相
談

　

横
手
の
か
ま
く
ら
職
人
が

か
ま

く
ら
の
作
り
方
を
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
講
習
会
で
す

今
年
の
冬
は

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ま
く
ら
を

つ
く

て
み
ま
せ
ん
か

■
日
時　

２
月
５
日（
月
）
９
日（
金
）

　

１
時
30
分

■
日
程　

５
日

か
ま
く
ら
の
外
観

　

の
作
り
方

９
日

か
ま
く
ら
の

　

室
内
の
作
り
方

■
場
所　

横
手
地
域
局
前
道
路
公
園

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

長
ぐ
つ

手
袋

■
申
込
先　

市
産
業
経
済
部
観
光
物

　

産
課(

増
田
庁
舎
内
）　

４
５
―
５

　

５
１
９

　

お
住
ま
い
の
住
宅
の
地
震
に
対
す

る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か

県
で
は

木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
お
答

え
す
る
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

　

希
望
す
る
方
に
は
建
築
士
が
自
宅

に
訪
問
し

耐
震
改
修
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス

簡
易
な
耐
震
診
断
な
ど

を
行
い
ま
す

な
お

詳
細
な
耐
震

診
断
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

有
料

に
な
り
ま
す

■
受
付
期
間　
平
成
19
年
３
月
末
ま
で

■
応
対
時
間　

午
前
８
時
30
分

午

　

後
５
時
（
平
日
の
み
）

■
連
絡
先　

０
１
２
０
―
０
１
４
―

　

８
０
９
（
フ
リ

ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
合
せ　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課　

３
２
―
６
２
０
６

　

東
北
税
理
士
会
横
手
支
部
で
は

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

相
談
に
は

専
門
の
税
理
士
が
丁
寧
に
お
答
え
し

ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い

■
日
時　

２
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

　

午
前
10
時

午
後
５
時

■
場
所　

イ
オ
ン
ス

パ

セ
ン
タ

　

横
手
南
店
（
２
階
エ
ス
カ
レ

　

タ

前
）

■
内
容　

○
所
得
税
は
年
金
・
医
療

　

費
控
除
・
住
宅
取
得
控
除
等
の
還

　

付
申
告
及
び
税
務
相
談

　

○
消
費
税
は
相
談
の
み

■
問
合
せ　

東
北
税
理
士
会
横
手
支

　

部　

３
２
―
７
６
９
０　

３
２
―

　

１
８
２
５

子育てについて悩んでいませんか
　子どもは皆の宝物です。子ども達の大切な命
を地域全体で見守りましょう。
　子どもの悩み、いじめ、虐待など心配なこと
がありましたら１人で悩まずにご相談ください。
■市福祉環境部子育て支援課(大森庁舎内）　26-2113

　平鹿中央商工会では、地域にある鍋汁の中から４種類
（いものこ汁・酒粕汁・豆乳汁・とん汁）をレトルト商
品として開発し、全国に発信するプロジェクト「美味（う
ま）し国横手平鹿プロジェクト０６」を進めています。
  現在、この商品は試作品の完成を迎えており、「四大鍋
汁」として多くの方に知っていただくための発表と試食
会を開催することになりました。皆さんの様々な意見を
参考にしたいと考えています。ぜひご来場ください。

■内  容 ○お休み処　鳥海
 「四大鍋汁の発表＆試食会」 正午開演
 ○ふるさと広場
 「観光パネル展・物産市」　
 午前9時30分～午後5時
  「郷土芸能」　
 １回目午前11時、２回目午後1時30分　
■問合せ 平鹿中央商工会  24-3068

―全国発信に向けて―

横手平鹿の四大鍋汁

【秋田大学ウィークin県南  公開講座】

　秋田からの健康発信
　　　　　　  　　　―突然死予防を目指して―

■日　時　２月20日（火）午後１時30分～３時
■場　所　増田ふれあいプラザ　（入場料:無料）
■問合せ　秋田大学社会貢献・国際交流室   018-889-2270

講師　秋田大学医学部教授　吉岡 尚文先生
　突然死について映像を使った講義を行います。講師が皆さ
んからの質問にお答えする質疑応答コーナーもあります。

Yokote Police Station Information
横手警察署からのお知らせ

－平成18年中の少年補導状況から－

※少年相談は横手警察署少年サポートセンター（　32－2250）

《大人のモラルの向上を！》
福祉犯の被疑者が増加

　　　　　　　　　　年の福祉をおびやかす福祉犯の被疑者
　　　　　　　　　　は、県内で37人と、前年の30人より７
　　　　　　　人増えています。
　　　　　　　内訳は、
　　　　　　　●育成条例違反………18人
　　　　　　　●児童福祉法違反…… 5人
　　　　　　　●風営適正化法違反… 4人
　　　　　　　●その他………………10人
　　　　　　　●合計…………………37人　です。

少

　これによると、少年の被害者のほとんどが性被害を受けていま
す。さらに本年は、覚醒剤の被害もありました。少年が被害に遭
うきっかけは、「好奇心・お金が欲しい・遊びたい」ということ
がほとんどです。
　大人がモラルを向上させることが大事。時には、お金で買えな
い「こころ」について、子どもさんと一緒に考えてみてください。

四大鍋汁
味の競演

いものこ汁酒粕汁

とん汁豆乳汁 発表＆試食会
■開催日　2月11日（日）・12日（月）
■場　所　秋田ふるさと村 

あきら



冬の夜空を照らす平鹿地域恒例の「槻ノ木フ
ァンタジー」。約5,000個の電球がおりなす
光の宴は、来年１月８日まで続きます。（関
連記事６ページ）。

冬の夜空を照らす平鹿地域恒例の「槻ノ木フ
ァンタジー」。約5,000個の電球がおりなす
光の宴は、来年１月８日まで続きます。（関
連記事６ページ）。
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威勢よく梵天奉納威勢よく梵天奉納

【
山
内
】あ
い
の
の
温
泉「
鶴

池
荘
」

横
手
V
O
L・16

鶴ヶ池のほとりにたたずむ「鶴ヶ池荘」
　

山
内
地
域
鶴

池
の
ほ
と
り
に
た
た
ず

む

あ
い
の
の
温
泉「
鶴

池
荘
」

　

鶴

池
が
一
望
で
き
る
温
泉
は

和
風

の「
杜
氏
の
湯
」と
洋
風
の「
清
流
の
湯
」の

２
種
類
で

男
女
日
替
わ
り

大
浴
場

サ
ウ
ナ

う
た
せ
湯

ジ

グ
ジ

露

天
風
呂
が
あ
り

動
脈
硬
化
症

切
り
き

ず

皮
膚
炎
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す

ま
た

玄
関
に
は

無
料
で
楽
し
め
る
足

湯
も
あ
り

利
用
者
に
好
評
で
す

　

鶴

池
荘
に
は

和
室
と
洋
室
の
計
24

室
に
84
人
が
宿
泊
可
能
で

す
べ
て
の
客

室
が
鶴

池
に
面
し

四
季
折
々
に
美
し

い
自
然
の
彩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

夜
に
は

ラ
イ
ト
ア

プ
さ
れ
た
噴
水
が

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
ま
す

　

山
内
地
域
特
産
の「
い
も
の
こ
」を
使

た

い
も
の
こ
御
膳
や
山
菜
な
ど
を
使

た
季
節
感
あ
ふ
れ
る
料
理
も
宿
の
自
慢

　

囲
炉
裏
の
炭
火
が
素
朴
な
雰
囲
気
の

酒
房「
山
内
杜
氏
」で
は

山
里
の
新
鮮
で

豊
か
な
味
覚
や

山
内
杜
氏
の
技
が
生
き

る「
秋
田
の
銘
酒
」を
堪
能
で
き

レ
ス
ト

ラ
ン「
湖
水
」で
は

毎
週
水
曜
日
の
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
が
人
気
で
す

　

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
癒
し

ゆ

く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら

や
す
ら
ぎ

の
ひ
と
時
を
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

■所在地　横手市山内土渕字鶴ヶ池24-2

■問合せ　あいのの温泉「鶴ヶ池荘」
　　　　　　53-2131

あいのの温泉「鶴ヶ池荘」
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木の香りがここちいい「杜氏の湯」

清らかな雰囲気の「清流の湯」

無料で楽しめる足湯

秋田の銘酒を楽しめる酒房「山内杜氏」

１月21日、男衆が激しくぶつかり合うことか
ら「ケンカ梵天」の異名を持つ、大森地域の
三助稲荷神社梵天奉納が行われました。
（関連記事６ページ）
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